
　　資　料　⑥

多
様
な
主
体
が
協
働
し
て
地
域
の
社
会
課
題
解
決
の
取
組
を
行
い
、
豊
か

で
活
力
あ
る
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
実
現
【第
１
条
】 

（１）教育機関、行政機関等との連携による人材育成【第６条（２）】 

基本施策 

（条例規定施策等） 基本方針 

１ 人材・団体を育成し、

活動を支援します。 

計画の 

目的 
基本目標 

Ⅰ 多様な主

体が、地域づく

りの当事者とし

て協働の担い

手となる。 
 

３ 情報の発信と共有

をすすめます。 

（２）協働の担い手となる団体の育成と取組の基盤強化の支援【第６条（３）】 

（３）地域の拠点機能及びその拠点のコーディネート機能の強化【第６条（１）】 

２ 多様な主体のつな

がりの場を創出しま

す。 

（６）地域の社会課題に関する情報の共有機会の提供【第６条（４）】 

（８）地域の社会課題解決に関する取組を支援する情報の提供【第６条（５）】 

（５）多様な主体のつながりと相互理解を深める交流の場の提供【第６条（６）】 

（12）協働による優れた地域の社会課題解決に関する取組の表彰【第６条（７）】 

（４）多様な主体をつなぎ、協働を推進するコーディネート機関の設置【第８条】 

岡山市協働推進委員会（多様な主体の審議会） 【第１５条～第２０条】 

（10）官民協働のモデルとなる事業の指定と支援措置【第７条】 

（９）協働の視点での施策の見直し、実行、効果の検証【第９条】 

（11）市に対する協働による地域の社会課題解決の提案【第１０条】 

（13）条例及びそれに伴う施策の啓発【第１３条】 

４ 市役所の協働化を

すすめます。 

５ 成果を共有し、協

働意識の醸成をすす

めます。 

Ⅱ 多様な主体

が出会い、つな

がり、協働によ

る課題解決の

取組を実践す

る。 

Ⅲ 協働の原

則に則った、よ

り効果的な課

題解決の取組

を広げる。 

協 働 推 進 計 画 体 系 図(案） 

具体的な施策の方向性・事業 

（７）活用可能な地域の資源に関する情報の共有機会の提供【第６条（４）】 

①市民活動、地域活動のリーダー養成 ②協働コーディネーターの養成 ③若者の市民活動・地域活

動への参加促進 

①ＮＰＯ法人の活動基盤強化と認定の条例指定の検討 ②課題解決型の地域活動の拡充 ③安全・

安心ネットワーク等への多様な主体の参加促進 ④企業・大学の地域・社会貢献活動の促進 

①地域の協働の拠点としての公民館機能の拡充 ②公民館職員・地域担当職員の研修強化 

③公民館による地域課題の把握と解決のためのコーディネート機能の強化 

①ＥＳＤ・市民協働推進センターによる官民及び民民の協働コーディネート ②センターと公民館その他

協働関係機関との連携強化 ③センターと自治組織、事業者等多様な主体との連携強化 

①企業と市民団体の交流促進 ②住民自治組織と市民団体の交流促進 ③地域における多様な主体

の交流機会の創出 

①課題解決ワークショップ・円卓会議の開催 ②行政からの社会課題に関する情報の発信 ③つなが

る協働ひろばの活用 ③解決すべき課題の広域での共有 

①資源活用課題解決ワークショップの開催 ②行政からの活用できる資源に関する情報の発信 ③つ

ながる協働ひろばの活用 

①活動支援に関する民間情報の収集・発信 ②活動支援に関する市の施策の収集・発信 ③つながる

協働ひろばの活用 

岡山市協働推進本部（庁内組織）  協働推進員（職員）  【第１１条】 協働フォーラム（幅広い市民の議論の場） 【第１２条】 

①市の施策の協働実態調査 ②協働推進員研修での業務と事業の協働化検討 ③協働事業事例の

共有 

①有効な協働推進モデル事業の事業化 ②審査・評価基準の策定 ③成果の発信と共有 ④モデルと

なる事業の有効な支援措置の検討 ⑤協働のまちづくり秋山基金の有効活用の検討 

①市民からの協働提案制度の普及 ②ＥＳＤ・市民協働推進センターでの相談と各課との協議の場の

設定 

①表彰制度の新設 ②優れた取組の掘り起し ③表彰による成果と協働の普及・啓発 

①条例解説書・条例活用ハンドブック、協働事例集等の啓発資料の作成・配付 ②つながる協働ひろ

ばの活用 

①全庁の協働実態調査 ②各課での協働施策の展開 ③職員の育成 ①推進計画の策定・評価 ②優れた事例の表彰 ③モデルとなる事業の指定と支援措置の審査 協働の取組とその推進施策、計画についての幅広い議論の場 


